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ＪＲ連合
　　総がかりの運動を
　　　強く広く
　　　　　展開しよう！

JR連合

JR連合

こ
と
を
強
調
し
、
積
極
的
な
議

論
を
要
請
し
た
。
最
後
に
、「
来

年
は
選
挙
の
年
」
と
し
て
、
統

一
地
方
選
挙
・
参
議
院
議
員
選

挙
で
の
推
薦
候
補
全
員
の
当
選

に
む
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
い

く
と
し
、
挨
拶
を
終
え
た
。

　

議
事
で
は
、
定
期
大
会
以
降

の
取
り
組
み
経
過
と
当
面
す
る

諸
活
動
に
対
す
る
議
案
を
提
起

し
、
９
人
の
出
席
者
が
発
言
し

た
。
２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争

に
つ
い
て
は
、
西
日
本
豪
雨
を

は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
に
よ
っ

て
大
き
な
減
収
や
多
額
の
費
用

負
担
が
重
く
の
し
か
か
る
中
で

の
闘
い
と
な
る
こ
と
か
ら
、
産

別
統
一
要
求
と
し
て
の
数
値
目

標
の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
労
働
力
不
足
の
深
刻
化

か
ら
、
特
に
グ
ル
ー
プ
労
組
の

労
働
条
件
改
善
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
現
状
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
い
っ
た
今
後
一
層
重
要
度
の

増
す
課
題
へ
の
取
り
組
み
状
況

と
と
も
に
、
各
単
組
の
力
強
い

決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、

定
期
大
会
以
降
、
３
件
の
労
災

死
亡
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
て
多
く
の
発
言
が
あ
り
、

グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
か
ら
は

同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
の
事
故

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
ら
た

め
て
安
全
確
立
に
取
り
組
む
固

い
決
意
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

民
主
化
闘
争
に
つ
い
て
は
、
当

該
単
組
か
ら
は
取
り
組
み
状
況

と
今
後
へ
の
方
策
、
支
援
単
組

か
ら
は
激
励
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
は
三
位
一
体
と
し
て
の

展
開
に
む
け
た
今
後
の
方
針
と

新
た
な
器
材
が
紹
介
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
来
年
の
統
一
地
方
選

挙
に
新
人
と
し
て
出
馬
す
る
Ｊ

Ｒ
西
労
組
の
２
人
を
含
め
、参
議

院
議
員
選
挙
と
と
も
に
全
員
当

選
に
む
け
て
各
単
組
が
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
も

確
認
し
合
っ
た
。
そ
の
他
、政
策

活
動
、
組
織
課
題
、
政
治
課
題

な
ど
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
、

方
針
実
現
に
向
け
た
積
極
的
な

議
論
を
交
わ
し
た
。

　

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
に

む
け
て
は
、
連
合
が
11
月
30
日

の
中
央
委
員
会
で
春
季
生
活
闘

争
方
針
を
確
認
す
る
。
Ｊ
Ｒ
連

合
は
、
こ
の
連
合
方
針
に
則
り
、

Ｊ
Ｒ
各
単
組
お
よ
び
グ
ル
ー
プ

労
組
で
取
り
組
ん
だ
賃
金
実
態

調
査
の
結
果
か
ら
要
求
根
拠
を

精
査
し
、
賃
金
対
策
委
員
会
で

協
議
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
の

　ＪＲ７単組は、10月末までに会社
側に対し年末手当の支払いを要求し、
会社の経営を支える組合員の負託に
応えるべく、鋭意交渉を展開してき
た。

　11月28日現在、すでに年間臨給で
妥結しているＪＲ西労組を含め、Ｊ
Ｒ７単組のうち、鋭意交渉中のＪＲ
北労組をのぞいて、年末手当の支払
いについて妥結した。

春
季
生
活
闘
争
方
針
案
を
策
定

し
て
い
く
。
Ｊ
Ｒ
連
合
２
０
１

９
春
季
生
活
闘
争
方
針
は
２
月

５
日
の
第
31
回
中
央
委
員
会
で

提
起
し
、
決
定
し
て
い
く
。

合
未
加
入
者
へ
の
加
入
促
進
を

図
り
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
貨

物
に
も
波
及
さ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力
強
く
語
っ

た
。
続
い
て
、
政
策
課
題
と
し

て
今
年
相
次
い
だ
自
然
災
害
に

つ
い
て
、
鉄
道
被
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
、
防
災
・
減
災
な
ど
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
決
意

を
述
べ
、
新
た
に
顕
在
化
し
た

課
題
も
含
め
て
、政
府
へ
の
要

請
行
動
に
繋
げ
て
い
く
と
し
た
。

ま
た
、
新
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組

は
も
と
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
労
組

の
底
上
げ
・
底
支
え
に
な
る
よ

う
な
労
働
条
件
改
善
に
資
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
き
た

い
と
述
べ
た
。そ
し
て
、
当
会

議
に
つ
い
て
第
31
回
中
央
委
員

会
の
素
案
を
討
議
す
る
場
と
し

て
、
と
り
わ
け
、２
０
１
９
春

季
生
活
闘
争
に
つ
い
て
は
「
ベ

ア
を
し
っ
か
り
と
勝
ち
取
る
」

力
会
社
を
も
視
野
に
入
れ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
た
。
次
に
組
織
課
題
に
つ

い
て
、
６
年
ぶ
り
と
な
っ
た
10

月
に
開
催
し
た
民
主
化
闘
争
総

決
起
集
会
は
こ
れ
ま
で
と
違
い
、

「
革
マ
ル
派
」
に
対
す
る
強
い

姿
勢
を
表
す
こ
と
に
終
始
す
る

こ
と
な
く
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続

的
な
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
な

「
あ
る
べ
き
労
働
組
合
像
・
労

使
関
係
像
」
を
訴
え
た
と
振
り

返
り
、
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
の
３

万
７
０
０
０
人
に
も
の
ぼ
る
組

　

11
月
20
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
都

内
で
第
23
回
拡
大
代
表
者
会
議

を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組
及
び

エ
リ
ア
連
合
代
表
者
ら
約
40
人

が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
松
岡

裕
次
会
長
は
、
ま
ず
安
全
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
「
定
期
大
会

以
降
も
労
災
死
亡
事
故
が
連
続

し
て
発
生
し
て
い
る
が
、
い
ず

れ
も
過
去
に
発
生
し
た
同
種
の

事
故
で
あ
り
、
対
策
に
つ
い
て

は
、
各
単
組
が
労
使
で
真
摯
に

議
論
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
や
協

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
、
民
主
化
闘

争
、
喫
緊
の
政
策
課
題
な
ど
の
当
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い

て
、
経
過
と
と
も
に
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
議
論
を
交

わ
し
、
来
年
２
月
５
日
の
第
31
回
中
央
委
員
会
に
む
け
て

意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

と
り
わ
け
、
民
主
化
闘
争
に
つ
い
て
は
、
10
月
に
開
催

し
た
「
Ｊ
Ｒ
産
業
の
発
展
に
む
け
民
主
的
な
労
働
組
合
・

労
使
関
係
を
築
く
総
決
起
集
会
」
を
契
機
と
し
て
新
た
な

局
面
を
迎
え
て
お
り
、
一
層
の
組
織
の
強
化
・
拡
大
に
む

け
て
の
新
た
な
決
意
を
共
有
化
し
た
。

政府要請行動の要望事項
⑴鉄道軌道整備法に基づく災害復旧補助制度
　の拡充・改善
⑵鉄道沿線の災害復旧に対する国・地方自治
　体の主体的な取り組み
⑶国・地方自治体をはじめ、すべての関係者
　との連携・協働
⑷鉄道防災に対する公的セクターのさらなる
　積極的支援の推進
⑸治山・治水対策と防災・減災対策への公的
　補助の拡充・強化
⑹老朽化した鉄道施設の大規模改修等に対す
　る支援のさらなる拡充
⑺鉄道貨物輸送の確保にむけた災害に強い鉄
　道施設の整備と結節点強化
⑻地域における鉄道ネットワークの強靱化
⑼バス代行輸送にかかる課題への取り組み
⑽地域との連携による自然災害発生時の課題
　への取り組み
⑾訪日外国人対応にかかる課題への取り組み

ＪＲ各単組で年末手当妥結

各議員から諸課題への理解とともに解決の方策について意見が出
される

　

11
月
20
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

第
67
回
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇

談
会
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
今
臨
時
国
会
に
お

い
て
審
議
さ
れ
て
い
る
今
年
度

相
次
い
だ
大
規
模
自
然
災
害
の

対
応
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣

へ
の
要
請
行
動
を
検
討
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
鉄
道
被
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
防
災
・

減
災
な
ど
に
関
す
る
課
題
を
共

有
し
た
。
さ
ら
に
は
、
来
年
予

定
さ
れ
て
い
る
第
19
回
統
一
地

方
選
挙
、
第
25
回
参
議
院
議
員

選
挙
へ
の
取
り
組
み
、
大
量
脱

退
に
よ
り
激
変
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
お
け
る
労
政
を
中
心
と
し

た
組
織
課
題
を
確
認
し
合
っ
た
。

そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
「
21
世
紀

の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
第
14
回
総
会
の
開
催
と
、

総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
新

規
加
入
議
員
を
確
認
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
Ｊ
Ｒ

連
合
国
会
議
員
懇
談
会
会
長
の

榛
葉
賀
津
也
参
議
院
議
員
は

「
今
年
は
自
然
災
害
が
非
常

に
多
く
、
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係

者
の
復
旧
に
む
け
た
ご
尽
力
に

敬
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
被
災

さ
れ
た
方
々
に
は
お
見
舞
い
申

し
上
げ
る
。
９
月
14
日
に
は
広

島
地
区
の
視
察
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
今
後
の
政
府
要
請
行
動

に
も
繋
げ
て
い
く
。
あ
わ
せ
て

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
会
で
も
課

題
を
共
有
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表

し
て
松
岡
裕
次
会
長
は
挨
拶
に

立
ち
、
10
月
に
開
催
し
た
「
Ｊ

Ｒ
産
業
の
発
展
に
む
け
民
主
的

な
労
働
組
合
・
労
使
関
係
を
築

く
総
決
起
集
会
」
に
触
れ
、

「
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
榛
葉
会

長
を
は
じ
め
、
こ
の
間
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

３
万
４
０
０
０
人
が
Ｊ
Ｒ
東
労

組
を
脱
退
し
た
と
は
い
え
、
労

働
組
合
に
未
加
入
の
ま
ま
で
あ

り
、
『
組
合
不
要
論
』
ま
で
も

が
蔓
延
し
つ
つ
あ
る
。
あ
ら
た

め
て
自
由
で
民
主
的
な
労
働
組

合
、
健
全
で
建
設
的
な
労
使
関

係
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
く
」

と
民
主
化
闘
争
完
遂
へ
の
決
意

を
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、
経
過
と
し
て
鉄

道
軌
道
整
備
法
改
正
法
成
立
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対
す
る
監
督
命

令
お
よ
び
支
援
内
容
、
西
日
本

豪
雨
災
害
に
よ
る
鉄
道
被
災
箇

所
へ
の
視
察
な
ど
を
報
告
し
た

上
で
、
当
面
す
る
政
策
課
題
、

組
織
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

と
り
わ
け
、
政
策
課
題
に
つ
い

て
は
、
２
０
１
９
年
度
税
制
改

正
要
望
に
加
え
、
自
然
災
害
に

よ
る
鉄
道
被
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
、
防
災
・
減
災
に
む
け
た

政
策
要
望
を
政
府
に
求
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

11
月
29
日
に
Ｊ
Ｒ
連
合
「
21
世

紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
第
14
回
総
会
及
び
「
地

方
議
員
団
連
絡
会
」
総
会
を
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
新
た

に
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
加
入
さ

れ
る
国
会
議
員
２
名
を
確
認
し

合
っ
た
。

　

参
加
議
員
か
ら
は
、
鉄
道
被

災
か
ら
の
早
期
復
旧
支
援
の
さ

ら
な
る
拡
充
や
防
災
・
減
災
対

策
の
一
層
の
推
進
、
地
域
鉄
道

路
線
の
維
持
確
保
な
ど
に
つ
い

て
発
言
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

考
え
方
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

問
題
意
識
を
共
有
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
Ｊ

Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
メ
ン

バ
ー
と
連
携
し
、
当
面
す
る
諸

課
題
解
決
に
む
け
て
、
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
。

2019春季生活闘争の確かな成果にむけた積極的、建設的な討
議を促す松岡会長

２０１８年「年末手当」要求及び妥結状況表（11月28日現在）
単組名 要求日 要求内容 妥結日 妥結内容

ＪＲ北労組 10月31日 2.5ヶ月
12月14日支払 － －

ＪＲＥユニオン 10月22日 3.29ヶ月
12月３日支払 11月14日 3.18ヶ月

12月４日支払

ＪＲ東海ユニオン 10月10日 3.1ヶ月
12月10日支払 11月８日 3.0ヶ月

12月10日支払

ＪＲ西労組 ２月９日 年5.7ヶ月 ３月14日 年5.66ヶ月
12月10日支払（年末）

ＪＲ四国労組 10月17日 2.3ヶ月
12月７日支払 11月21日 1.83ヶ月

12月７日支払

ＪＲ九州労組 ９月29日
3.0ヶ月

12月10日支払
55歳以上の加算措置

11月22日 2.53ヶ月
12月10日支払

貨物鉄産労 ２月14日
2.82ヶ月
12月7日支払

（年4.5ヶ月で夏1.68ヶ月支給との差分）
11月16日 1.7ヶ月

12月７日支払

第
23
回
拡
大
代
表
者
会
議

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
・

民
主
化
闘
争
に
つ
い
て
意
思
統
一

第
23
回
拡
大
代
表
者
会
議

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
・

民
主
化
闘
争
に
つ
い
て
意
思
統
一

第67回ＪＲ連合国会議員懇談会

自然災害による
鉄道被災に関する課題を共有

第67回ＪＲ連合国会議員懇談会

自然災害による
鉄道被災に関する課題を共有

Ｊ
Ｒ
産
業
の
発
展
に
不
可
欠
な

民
主
的
労
働
組
合
・
労
使
関
係
へ
の
理
解
も
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みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
10
月
26
日
、

第
５
回
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、

「
真
実
の
声
」
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ｒ
総
連
な
ら
び
に
Ｊ
Ｒ
東
労
組

の
弱
体
化
あ
る
い
は
組
織
破
壊

を
目
的
と
し
た
組
織
破
壊
者

（
行
為
）
で
あ
る
こ
と
を
満
場

一
致
で
確
認
し
た
。
ま
た
、
同

日
に
開
催
さ
れ
た
単
組
・
地
協

代
表
者
会
議
で
も
同
様
に
「
真

実
の
声
」
を
組
織
破
壊
者
（
行

為
）
で
あ
る
と
、
満
場
一
致
で

確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
総

連
連
絡
第
38
号
を
発
出
し
、「
①

各
単
組
は
「
真
実
の
声
」
が
組

織
破
壊
で
あ
る
見
解
を
発
出
す

る
と
と
も
に
、
各
級
機
関
に
周

知
徹
底
を
図
る
こ
と
、
②
Ｊ
Ｒ

東
労
組
中
央
本
部
に
つ
い
て
は
、

中
央
本
部
見
解
な
ら
び
に
12
地

方
本
部
の
見
解
を
12
月
15
日
ま

で
に
発
出
す
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ｒ

総
連
第
７
回
執
行
委
員
会
（
２

０
１
８
・
12
・
18
）
に
報
告
す

る
こ
と
」
の
２
点
を
指
示
し
た

よ
う
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
内
部
崩
壊
に

こ
れ
ま
で
以
上
に
踏
み
込
ん
だ

格
好
だ
。
こ
れ
ら
は
Ｊ
Ｒ
東

労
組
の
10
月
29
日
付
の
情
報

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。

　

「
真
実
の
声
」
と
は
、
Ｊ
Ｒ

東
労
組
一
部
Ｏ
Ｂ
に
よ
っ
て
、

４
月
26
日
に
結
成
さ
れ
た「
Ｊ

Ｒ
東
労
組
を
憂
う
会
」の
結
成

主
旨
の
抜
粋
を
掲
載
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
こ
と
で
、
毎
日
の

よ
う
に
現
執
行
部
を
誹
謗
中
傷

す
る
内
容
が
更
新
さ
れ
て
い

る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
中
央
本
部
は
、

11
月
１
日
、
臨
時
第
９
回
執
行

委
員
会
を
開
催
し
、
「
新
生
Ｊ

Ｒ
東
労
組
運
動
と
12
地
本
の
団

結
を
破
壊
す
る
『
真
実
の
声
』

を
許
さ
な
い
中
央
本
部
見
解
」

を
発
出
し
た
。
見
解
に
は
「
数
々

の
嘘
を
並
べ
、
中
央
本
部
を

『
残
留
執
行
部
』
と
罵
り
、
新

生
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
動
を
推
し
進

め
る
中
央
本
部
や
地
方
本
部
に

対
し
嘘
で
塗
り
固
め

た
批
判
を
投
げ
つ
け

て
い
る
」「
新
生
Ｊ

Ｒ
東
労
組
運
動
を
破

壊
す
る
以
外
の
何
物

で
も
な
い
」
と
い
っ

た
言
葉
が
並
ん
だ
。こ

れ
に
続
く
形
で
、現

本
部
執
行
部
に
近
い

大
宮
を
は
じ
め
各
地

本
が
順
次
見
解
を
発

出
し
、
同
様
の
主
張

を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

　

一
方
、
Ｊ
Ｒ
ひ
が

し
労
と
同
調
し
た
動

き
を
見
せ
る
高
崎
地

本
、
さ
ら
に
は
本
部

各
地
本
が
中
央
本
部
や
Ｊ
Ｒ
総

連
の
指
示
に
従
う
こ
と
は
な
い

と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
組
織
内
部
に
響

く
不
協
和
音
が
、
12
月
19
日
に

　ＪＲ連合は、民主化闘争の完遂にむけて、“労働組
合不要論”を払拭し、ＪＲグループのすべての労使に
おいて民主的労働組合・労使関係を築くことの必要
性を訴えるための器材を作成した。

開
催
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
臨
時
大
会
に
ど

の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
の
中
で
亀
裂

が
拡
大
し
、
表
面
化
し
て
い
く

の
か
、
注
目
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

特　集
「
真
実
の
声
」を
め
ぐ
っ
て

組
織
内
部
に
響
く
不
協
和
音

民
主
化
闘
争 

45

新・民主化闘争パンフレット
民主的労働組合・労使関係の必要性を訴える

第
16
回
「
四
国
の
鉄
道
を
考
え
る
国
会
議
員
連
絡
会
」

四
国
の
鉄
道
の
未
来
に
む
け
て

党
派
を
超
え
た
協
力
体
制
を
確
認

セントラルメンテナンス労働組合グループ
労組紹介 （ＪＲ東海連合）　

セ
ン
ト
ラ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
労
働

組
合
は
、
１
９
６
１
年
に
現
在
の
母

体
と
な
る
組
合
を
結
成
し
、
１
９
９

８
年
に
現
在
の
組
合
名
に
改
称
し
ま

し
た
。
２
０
１
５
年
に
は
、
神
領
労

働
組
合
と
１
つ
の
組
合
に
な
る
こ
と

で
、
セ
ン
ト
ラ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
労

働
組
合
の
現
在
の
組
織
体
制
を
構
築

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
セ
ン
ト
ラ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
㈱
で
働
く
仲
間
で
あ
り
、
主
な

仕
事
内
容
は
東
海
道
新
幹
線
を
は
じ

め
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
車
両
や
駅
で
の
清

掃
業
務
、
車
両
整
備
で
す
。
具
体
的

に
は
、
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
と
Ｊ
Ｒ
東
海

名
古
屋
車
両
所（
新
幹
線
車
両
基
地
）

内
に
お
い
て
、
新
幹
線
の
車
内
検
査
、

及
び
車
両
内
外
の
清
掃
を
日
々
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
在
来
線
の

車
両
を
指
定
駅
及
び
車
両
基
地
で
清

で
以
上
に
「
働
き
が
い
の
あ
る
明
る

い
職
場
」
を
作
り
上
げ
る
た
め
、
さ

ら
に
労
使
間
の
信
頼
関
係
を
深
め
、

雇
用
、
労
働
条
件
の
向
上
の
維
持
、

発
展
は
も
と
よ
り
「
Ｊ
Ｒ
労
働
者
に

ふ
さ
わ
し
い
労
働
条
件
」
の
獲
得
に

む
け
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

掃
し
、
毎
日
多
く
の
利

用
さ
れ
る
お
客
様
の
た

め
に
清
潔
で
快
適
な
車

両
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
組
合
員
一
人

ひ
と
り
が
「
Ｊ
Ｒ
東
海

の
輸
送
を
支
え
、
安
全
・

安
定
輸
送
の
完
遂
と
お

客
様
へ
の
快
適
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
」
す
る
こ

と
を
意
識
し
な
が
ら
、

職
場
の
仲
間
た
ち
と
一

に
反
発
す
る
動
き
を
活
発
化
さ

せ
て
い
る
東
京
・
八
王
子
・
水

戸
の
３
地
本
は
見
解
を
Ｈ
Ｐ
等

で
公
表
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
動
向
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の

致
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
10
月
12
日
に
は
、
第

20
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
向
こ
う

１
年
間
の
運
動
方
針
が
、
無
事
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

セ
ン
ト
ラ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
労
働
組

合
は
、
執
行
委
員
長
に
再
任
さ
れ
た

大
坪
執
行
委
員
長
の
も
と
、
こ
れ
ま

レクリエーションを通じてさらなる一体感を築く

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
11
月
19

日
、
第
16
回
「
四
国
の
鉄
道
を

考
え
る
国
会
議
員
連
絡
会
」
を

開
催
し
た
。
同
連
絡
会
は
、
会

長
の
小
川
淳
也
衆
議
院
議
員

（
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会

事
務
局
長
）
、
同
事
務
局
長
の

玉
木
雄
一
郎
衆
議
院
議
員
（
21

世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
以
下
、
「
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
）
）
、
広
田

一
衆
議
院
議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
国

会
議
員
懇
談
会
幹
事
）
、
武
内

則
男
衆
議
院
議
員
（
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
）
、
白
石
洋
一
衆
議
院
議

員
（
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
の
５

名
の
国
会
議
員
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
会
議
に
は
各
議
員
に
加

え
、
Ｊ
Ｒ
四
国
会
社
、
Ｊ
Ｒ
連

合
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
ら
総
勢
約

20
人
が
出
席
し
た
。
冒
頭
、
現

行
体
制
を
再
任
す
る
こ
と
を
確

は
『
平
成
30
年
７
月
豪
雨
』
や

相
次
ぐ
台
風
に
よ
る
運
休
等
で

大
き
く
減
収
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
復
旧
費
用
な
ど
も
含
め
多
額

認
し
た
上
で
、Ｊ

Ｒ
四
国
の
現
状

と
今
後
の
課
題

等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ

た
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
の
中
濱
斉
執

行
委
員
長
（
Ｊ

Ｒ
連
合
副
会

長
）が
主
催
者

代
表
と
し
て
挨

拶
し
、
「
今
年

の
特
別
損
失
を
計
上
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
昨
年
度
も
台
風
に

よ
っ
て
会
社
発
足
以
来
最
大
の

被
害
を
受
け
て
お
り
、
危
機
的

な
状
況
と
言
え
る
。
そ
の
一

方
で
「
四
国
に
お
け
る
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
に
関

す
る
懇
談
会
Ⅱ
」
に
お
い
て
は

中
間
と
り
ま
と
め
案
に
つ
い
て

地
域
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
理
解
い
た
だ
き
、
引
き
続

き
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と

訴
え
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
松
岡

裕
次
会
長
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

の
こ
の
間
の
取
り
組
み
や
取
り

巻
く
情
勢
な
ど
に
触
れ
つ
つ
、

自
然
災
害
へ
の
対
応
と
し
て

「
災
害
復
旧
支
援
、
防
災
・
減

災
対
策
な
ど
、
こ
れ
ま
で
訴
え

て
き
た
政
策
要
求
に
加
え
て
、

顕
在
化
し
た
新
た
な
課
題
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述
べ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
会
社
か
ら
、
資
料

に
基
づ
い
て
、
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
参

加
議
員
ら
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
懇
談
会
に
お
け
る
四
県
知
事

を
は
じ
め
と
す
る
各
委
員
と
の

意
見
調
整
や
今
後
の
方
向
性
、

四
国
新
幹
線
実
現
に
む
け
た
動

向
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。

　

四
国
の
鉄
道
の
未
来
に
む
け

た
強
力
な
体
制
が
力
強
く
再
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

る
事
業
税
課
税
標
準
の
特
例
措

置
」
や
、
Ｊ
Ｒ
各
社
だ
け
で
な

く
全
国
の
鉄
道
事
業
者
に
適
用

さ
れ
、
鉄
道
特
性
に
よ
り
磨
き

を
か
け
る
た
め
の
「
環
境
に
や

さ
し
い
旅
客
鉄
道
車
両
に
対
す

る
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
」

に
つ
い
て
強
く
要
望
し
た
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
自
然
災
害

に
よ
る
鉄
道
被
災
に
関
す
る
政

策
要
望
に
つ
い
て
も
説
明
し
、

税
制
に
か
か
る
部
分
を
要
望
し

た
。
災
害
復
旧
に
お
け
る
新
規

資
産
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
固

定
資
産
税
の
軽
減
を
求
め
る
と

と
も
に
、
鉄
道
用
地
外
か
ら
の

防
災
対
策
に
か
か
る
設
備
に
つ

い
て
は
本
来
で
あ
れ
ば
公
共
事

業
と
し
て
行
う
べ
き
こ
と
と
し
、

負
担
を
無
く
す
よ
う
求
め
た
。

さ
ら
に
、
老
朽
化
の
著
し
い
橋

り
ょ
う
の
被
害
に
触
れ
、
今
後

の
大
規
模
修
繕
、
設
備
強
化
に

か
か
る
投
資
に
対
し
て
、
新
た

な
税
制
を
設
け
る
こ
と
を
訴
え

た
。
最
後
に
、
今
回
の
被
災
に

よ
っ
て
、
鉄
道
貨
物
輸
送
に
甚

大
な
影
響
が
及
ん
だ
こ
と
を
説

明
し
た
上
で
、
鉄
道
貨
物
の
重

要
路
線
と
な
る
旅
客
線
の
強
靱

化
と
物
流
結
節
点
の
強
化
を
通

じ
た
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
確
保

に
つ
い
て
も
財
政
上
の
支
援
と

あ
わ
せ
た
税
制
上
の
支
援
に
つ

い
て
理
解
を
求
め
た
。

　

他
産
別
か
ら
の
要
望
内
容
が

説
明
さ
れ
た
後
、
交
運
労
協
の

住
野
敏
彦
議
長
か
ら
イ
ン
フ
ラ

を
保
有
し
な
が
ら
経
営
を
成
り

立
た
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
が
述

べ
ら
れ
、
「
事
業
者
任
せ
で
は

な
く
、
国
や
地
方
自
治
体
と
連

携
・
協
働
し
な
が
ら
地
域
の
人

流
・
物
流
を
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
交
運
労
協

を
代
表
し
て
締
め
く
く
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
交
運
労
協
を
は

じ
め
と
す
る
交
通
・
運
輸
産
業

の
仲
間
と
連
携
し
た
政
策
課
題

の
解
決
を
通
じ
て
、
魅
力
あ
る

産
業
と
し
て
の
発
展
に
む
け
た

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

　

国
民
民
主
党
は
11
月
19
日
、

立
憲
民
主
党
は
11
月
21
日
、
そ

れ
ぞ
れ
２
０
１
９
年
度
税
制
改

正
に
つ
い
て
要
望
事
項
に
関
す

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
交

運
労
協
が
参
画
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
は
中
村
鉄
平
交
通
政
策
部

長
が
両
日
と
も
出
席
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
交
通
重

点
政
策
２
０
１
８
―
２
０
１
９

に
掲
げ
た
８

項
目
を
要
望

し
た
。
と
り

わ
け
、
継
続

適
用
要
望
と

し
て
、
Ｊ
Ｒ

二
島
会
社
の

経
営
に
大
き

な
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な

い
「
Ｊ
Ｒ
北

海
道
・
Ｊ
Ｒ

四
国
に
対
す

四国の鉄道ネットワークの将来像を形づくるべく
意思統一が図られた

公共性と事業採算性の間で苦闘する交通運輸産業
の実情を訴える住野議長

２
０
１
９
年
度
税
制
・
改
正
ヒ
ア
リ
ン
グ

Ｊ
Ｒ
北
海
道
、Ｊ
Ｒ
四
国
の
経
営
安
定
化
に
資
す
る

税
制
特
例
の
継
続
適
用
を
求
め
る


